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12，782世帯 (ム3) 

240.93平方キロメートル

人口

男

女

世帯数

箇積

、、

寸?ゥ、主、
昭和62年

10月号
No.382 

宮24-2111〒795大洲市大洲690-1市長公室編集大洲市役所発行昭和62年10月1日発行

川まつり

夏
の
夜
空
を
彩
る
「
川
ま
つ
り
花
火

大
会
」
が
、
八
月
三
目
、
囚
日
の
両
日
に

わ
た
っ
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
二
日
は
肱
北
河
原
、
四
日
は
肱
南
河

原
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
は
、
打

ち
上
げ
花
火
が
二
千
四
百
発
、
仕
掛
け

花
火
が
三
十
四
台
と
県
下
で
も
有
数
の

規
模
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

肱
川
に
は
、
ウ
飼
い
遊
覧
船
が
紬
先

(
へ
さ
き
)
を
並
べ
、
赤
や
青
の
ボ
ン

ポ
ソ
が
水
面
に
映
り
、
打
ち
上
げ
ら
れ

る
花
火
も
一
層
華
や
か
さ
を
増
し
ま
す
。

毎
年
、
市
民
や
行
楽
客
な
ど
約
十
万

人
が
花
火
見
物
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
八
月
二
日
に
は
、
「
第
四
固

い
か
だ
流
し
大
会
L

(

大
洲
青
年
会
議

所
主
催
)
が
開
か
れ
、
県
内
各
地
か
ら

六
十
一
二
艇
、
約
四
百
六
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

菅
田
の
成
見
橋
を
ス
タ
ー
ト
し
て
肱

川
橋
ま
で
約
十
キ
口
の
コ
ー
ス
を
ゆ
っ

く
り
と
下
っ
て
い
き
、
様
々
な
趣
向
を

こ
ら
し
た
「
い
か
だ
」
に
見
物
客
も
大
き

な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

一肱川の風景⑨=

今月号の主な内容

0図書館のご利用を…..2・3P
O藤樹まつり9/26-11/10・・・4P
O“ヒマワリの里"を目指して

日 5P

O開発行為の許可制度・・H ・H ・.5P 

Oミはかりミは正確ですか・…6P
O縫製技術指導者講習会…・・6P
Oグリーントピア構想事業化

推進協議会........・H ・-…..8P

O休日急患診療・・…………….10P
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一
段
の
暑
さ
も
よ
う
や
く
去
っ

と
し
や
す
い
秋
に
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
に
も
、
ま
た
本
を
読

む
の
に
も
最
濯
の
季
新
で
す
口

今
年
も
十
月
二
十
七
誌
か
ら
十
↑
月
九
日

ま
で
の
ニ
選
聞
は
、
読
書
澗
簡
で
す
。
テ
i

マ
は
「
心
に
刻
も
う
確
か
な
一
時
」
、
秋
の

複
E

敢
に
心
に
残
る
一
冊
在
諌
ん
で
み
ま
せ
ん

かむ

い
き
、
過

密
書
館
の
蔵
醤

構成比〈昭和61年度)

(22，175人)

設
媛
新
聞
同
校

山
県
文
化
振
興
財
団

代
ヘ

る
私
の
方
法
竹
内
均
等

2 

図

舘



おおず

度
に
二
万
二
千
百
七
十
五
人
(
一
日
平

均
八
十
人
)
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

個
人
別
貸
し
出
し
利
用
状
況
で
は
、

一
年
間
に
二
万
百
九
十
四
人
が
、
五
万

二
千
二
百
二
十
六
冊
を
借
り
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
公
民
館
や
小
学
校
の

巡
回
文
庫
、
読
書
会
文
庫
、
読
書
グ
ル

ー
プ
図
書
の
利
用
者
を
合
計
す
れ
ば
、

五
万
二
千
七
百
十
人
の
人
が
図
書
館
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

広報

こ
ん
な
利
用
方
法
も

昭和62年10月1日

図
書
館
は
、
出
か
け
て
い
っ
て
本
を

読
む
か
、
ま
た
は
本
の
貸
し
出
し
を
受

け
て
自
分
の
家
で
読
む
か
、
こ
れ
だ
け

し
か
利
用
方
法
は
な
い
と
思
っ
て
い
る

人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

図
書
館
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

V
巡
回
文
庫
五
十
冊
、
百
冊
セ
ッ
ト

の
図
書
を
車
で
各
地
に
運
び
、
年
六
回
、

公
民
館
、
小
学
校
、
隣
保
館
な
ど
で
巡

回
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

V
読
書
会
文
庫
同
じ
本
十
冊
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
も
の
を
、
県
立
図
書
館
か
ら

借
り
受
け
て
、
年
四
回
配
本
で
貸
し
出

し
し
ま
す
。

V
読
書
グ
ル
ー
プ
地
域
、
職
場
な
ど

十
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
に
、
三
十
冊
三

十
日
以
内
の
期
間
で
貸
し
出
し
ま
す
。

読
書
会
文
庫
は
、
大
洲
市
読
書
グ
ル

ー
プ
協
議
会
、
肱
北
公
民
館
婦
人
部
な

ど
が
昨
年
利
用
し
て
い
て
、
五
百
七
十

冊
が
貸
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

読
書
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
久
米

小
読
書
グ
ル
ー
プ
、
若
宮
班
な
ど
千
七

百
七
十
六
人
が
、
千
五
百
十
七
冊
利
用

し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
地
域
や
職
場
で
本
の

好
き
な
人
が
集
ま
り
利
用
し
て
み
ま
せ

ん
か
。こ
の
ほ
か
に
も
、
図
書
館
に
は
、
自

の
不
自
由
な
人
の
た
め
の
点
字
図
書
が

四
百
四
十
八
冊
、
ま
た
紙
芝
居
(
百
八

十
九
点
)
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
レ
コ

ー
ド
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
か
ら
、
利
用
者
数
も

年
々
増
え
て
い
て
、
市
民
の
利
用
状
況

は
県
下
で
も
か
な
り
高
い
レ
ベ
ル
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
図
書
館
を
活
発
に
利

用
し
て
、
知
識
を
深
め
、
生
活
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

図
書
の
貸
し
出
し
な
ど
に
つ
い
て
は
、

お
気
軽
に
図
書
館
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

大洲市立図書館
大洲市大洲678-1 

ft0893⑪ 441 9 

収容人員一般室 30席(3階)

児童室 42席(3階)

会議室 50席(2階)

月~土曜日 9時 -17時

(日日翠日f木長官)

干 795

開館時間

最
近
感
銘
を
受
け
た
一

冊
の
本

、、i

大
洲
市
読
書
グ
ル
ー
プ
連
絡

協

議

会

長

三

瀬

糸

平

私
に
は
、
二
つ
の
趣
味
が
み
り
ま
す
。

一
つ
は
読
書
で
、
今
一
つ
は
旅
行
、
特

に
海
外
旅
行
で
す
。

従
っ
て
読
書
も
外
国
に
関
す
る
本
を

よ
く
読
ん
で
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
中

国
に
関
す
る
書
物
は
、
百
冊
以
上
に
達

し
ま
し
た
。

私
の
尊
敬
す
る
作
家
の
一
人
に
司
馬

遼
太
郎
氏
が
あ
り
ま
す
。
氏
は
、
中
国

に
関
す
る
造
詣
(
ぞ
う
け
い
)
が
深
く
、

中
国
関
係
の
著
書
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す。
と
こ
ろ
が
氏
は
、
近
年
視
野
を
広
げ

て
西
駄
文
化
に
も
関
心
を
向
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
で
、

「
ア
メ
リ
カ
素
描
し
と
い
う
本
を
出
版

さ
れ
ま
し
た
。
私
は
早
速
取
り
寄
せ
て

読
ん
で
み
ま
し
た
が
、
例
の
氏
一
流
の

巧
み
な
話
術
的
文
体
に
引
き
込
ま
れ
て

ぐ
ん
ぐ
ん
読
み
進
み
、
最
近
の
ア
メ
リ

カ
の
実
情
が
生
き
/
¥
と
描
か
れ
で
お

り
、
大
い
に
啓
発
さ
れ
ま
し
た
。

氏
の
著
書
は
、
平
易
で
親
し
み
ゃ
す

い
文
章
で
私
た
ち
を
飽
き
さ
せ
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
鋭
い
観
察
眼
を
持
っ
て
ア

メ
リ
カ
文
化
の
急
所
を
突
い
た
文
章
に

私
は
何
度
も
う
な
ず
き
な
が
ら
読
み
終

わ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
一
読
を
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
氏
は
「
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
し

と
い
う
書
物
も
続
い
て
出
版
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
、
こ
の
本
は
ま
だ
読
ん
で
お

り
ま
せ
ん
が
、
近
々
読
ん
で
み
た
い
と

楽
し
み
に
し
で
わ
り
ま
す
。
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残

つ

「
夏
の
莱
L

佐
多
稲
子
著
(
新
潮
社
)

大
洲
市
阿
蔵
甲
七
五
五

都

築

幸
(
若
紫
会
主
宰
)

「
書
き
遺
し
た
い
」
と
作
者
が
決
意

た

の

冊

ι幽匝
し
て
筆
を
執
る
時
、
読
者
に
感
動
が
生

ま
れ
る
。
魂
の
震
え
が
伝
わ
り
響
く
。

「
夏
の
架
」
は
そ
う
い
う
一
篇
で
あ

る
。
追
悼
、
中
野
重
治
と
添
書
き
の
あ

る
こ
の
本
は
、
終
始
中
野
と
そ
の
時
代

に
つ
い
て
語
る
。
破
乱
の
半
生
を
辿
っ

た
佐
多
稲
子
の
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
愛

憎
と
芸
術
と
の
凄
絶
な
日
々
の
記
録
で

も
あ
る
。
尊
敬
し
愛
し
て
い
た
中
野
と

そ
の
妻
原
泉
と
の
三
人
の
奇
妙
な
バ
ラ

ン
ス
関
係
を
語
り
、
時
代
の
う
ね
り
を

体
当
り
で
生
き
た
人
達
の
個
性
の
強
烈

さ
を
描
く
。
そ
こ
に
は
確
固
と
し
た
自

我
を
も
っ
主
体
的
な
人
生
が
あ
る
。

独
特
の
抑
制
の
効
い
た
文
体
で
佐
多

稲
子
は
淡
々
と
思
い
出
を
綴
る
。
圧
巻

は
中
野
の
死
を
越
え
て
、
終
章
の
故
郷

で
の
埋
葬
に
至
る
描
写
に
あ
る
。
異
様

に
思
え
る
状
況
を
見
据
え
る
百
は
流
石

に
厳
し
い
。
し
か
し
そ
れ
は
悲
哀
を
知

っ
た
お
と
な
の
、
粉
れ
も
な
い
女
の
目

に
は
か
な
ら
な
い
。
中
野
を
悼
み
、
共

に
生
き
た
そ
の
妻
を
、
自
分
自
身
を
慈

む
心
と
鋭
い
感
性
が
そ
こ
に
あ
る
。
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9月26日-.，11月24日

市内パレードや史跡めぐりも

約
四
十
年
ぶ
り
に
復
活
す
る
こ
と
に
な
っ

た
藤
樹
ま
つ
り
、
今
年
は
、
九
月
二
十
六
日

か
ら
十
一
月
二
十
四
日
ま
で
中
央
公
民
館
や

緑
地
公
園
な
ど
を
舞
台
に
、
「
郷
土
芸
能
ま

つ
り
」
ゃ
っ
文
化
展
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。

お
祭
り
を
楽
し
み
な
が
ら
藤
樹
先
生
を
身

近
か
に
考
え
る
よ
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
「
史

跡
め
ぐ
り
」
や
「
藤
樹
関
係
書
籍
展
」
を
通

じ
て
、
郷
土
の
偉
大
な
哲
人
の
足
跡
を
た
ど

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。ま

つ

V
9月
お
、

U
日
大
洲
高
校
藤
樹
祭

(
文
化
祭
、
体
育
祭
)

V
叩
月
叩
目

1
打
月
割
目
藤
樹
関
係

遺
墨
展
(
大
洲
博
物
館
)

V
叩
月
引
日
記
念
式
典
(
城
山
銅
像

前
)
、
小
中
学
生
パ
レ
ー
ド
(
肱
南
、
肱

北
市
街
地
)
、
児
童
、
生
徒
作
品
展

(
1

fT 

事

日
月
4
日
、
社
教
セ
ン
タ
ー
)

v
n月
1
日
史
跡
め
ぐ
り
(
日
時

i

M
時
、
大
洲
小
↓
竜
謹
山
↓
城
山
↓
雄

琴
墓
な
ど
)
、
市
民
音
楽
祭
(
日
時
か

ら
、
市
民
会
館
)
、
藤
樹
関
係
書
籍
展

(
1
日
月
4
目
、
大
洲
図
書
館
)
、
菊
花

展

(
1
1
月
4
日
、
市
民
会
館
前
広
場
)

vn月
2
自
大
洲
小
学
校
み
こ
し
パ

レ
ー
ド
(
肱
南
市
街
地
)

vn月
2
日

s
n月
4
日

文
化
展
(
文
芸
作
品
展
、
美
術
工
芸
展
、

生
徒
作
品
展
、
場
所
は
中
央
公
民
館
)

v
n月
3
日
中
学
生
弁
論
大
会

(
9

時
i
m
時
泊
分
、
市
役
所
大
ホ
l
ル、

講
演
会
(
日
時
加
分

1
ロ
時
、
講
師
、

関
西
外
国
語
大
学
助
教
授
松
本
善
弘

先
生
、
市
役
所
大
ホ
l
ル
)
、
郷
土
芸

能
ま
つ
り
(
肱
川
緑
地
公
園
)

Vη
月
8
日
芸
能
祭
(
市
民
会
館
)

企郷土芸能まつり

大
洲
菊
の
会
は
、
昭
和
三
十
二
年
か

ら
菊
花
展
を
聞
い
て
い
ま
す
。
菊
作
り

を
し
て
み
た
い
人
は
、
大
洲
菊
の
会
、

(
代
表
矢
野
吉
久
、
新
谷
、
宮
0
8
9

3
⑮
0
3
9
3
)
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

祭
り
の
事
故
防
止
の
た
め
に

楽
し
い
秋
祭
り
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
が
、
見
物
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
か
ら
雑
踏
事
故
が
、
例
年
起
き
て
い

ま
す
。
事
故
の
な
い
楽
し
い
祭
り
に
す

る
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

V
お
年
寄
り
ゃ
小
さ
な
子
供
さ
ん
に
は
、

あ
ま
り
混
雑
す
る
場
所
は
危
険
で
す
。

V
駐
車
禁
止
場
所
へ
の
駐
車
は
、
交
通

渋
滞
の
原
因
と
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

飛
び
出
し
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

V
酒
に
酔
っ
て
混
雑
す
る
場
所
に
出
か

け
る
と
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
ば
か
り

で
な
く
自
分
自
身
も
ケ
ガ
を
す
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。

展

4 

ガ
ス
に
よ
る

事
故
を
防
ご
う

花

A
7
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
液
化

天
然
ガ
ス
(
通
称
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
)
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
使
い
方
を
誤
ま

る
と
火
災
や
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

も
う
一
度
、
正
し
い
取
り
扱
い
方
法

の
確
認
、
配
管
、
器
具
な
ど
の
点
検
を

し
て
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
で

く
だ
さ
い
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
性
質

V
漏
れ
た
と
き
に
分
か
る
よ
う
、
独
特

な
H

に
お
い
H

が
あ
り
ま
す
。

V
空
気
よ
り
重
い
た
め
、
低
い
所
へ
た

ま
り
ま
す
。

V
ガ
ス
自
体
に
毒
性
は
あ
り
ま
せ
ん
o

v
石
油
類
と
同
質
で
す
か
ら
、
ゴ
ム
や

ペ
ン
キ
な
ど
を
溶
か
し
ま
す
。

使
用
上
の
注
意

V
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、
地
震
な
ど
で
倒
れ

な
い
よ
う
に
鎖
な
ど
で
建
物
に
固
定
し
、

風
通
し
の
よ
い
日
陰
に
置
く
。

V
ガ
ス
器
具
の
ま
わ
り
に
は
、
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
な
い
。

V
ゴ
ム
管
に
ひ
び
割
れ
を
見
つ
け
た
ら

す
ぐ
取
り
替
え
る
。

も
し
、
ガ
ス
漏
れ
を
起
こ
し
た
ら

V
元
栓
を
閉
め
、
窓
や
戸
を
聞
け
て
う

ち
わ
、
ほ
う
き
な
ど
で
換
気
す
る
。

V
引
火
を
防
ぐ
た
め
、
電
気
器
具
の
ス

イ
ッ
チ
や
コ
ン
セ
ン
ト
に
触
ら
な
い
。

企菊



おおず

わかちあう幸せ

広報

赤い羽根共同募金

10月1日'"12月31日

今年も 10月 1日から共同募金運動が

始まります。

この運動は、市民一人ひとりの善意

で、支えられています。今年は40周年、

変わらぬやさしさをお届けください。

大洲市共同募金会

=昨年の寄付金はZのように使われました=
お母さんのい主い家庭や

お父さんのいない家庭の

幸せのために

9億円

(4%) 

一ぼ
ト
L

須
戒
の
折
尾
地
区
、
上
田
喜
重
き

川
ん
は
、
今
年
か
ら
食
用
油
を
と
る
ヒ
マ

可
ワ
リ
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

一
川
農
業
新
聞
で
知
っ
た
の
が
き
っ
か
け

市
で
、
農
業
改
良
普
及
所
と
相
談
、
種
は

…
ア
メ
リ
カ
原
産
の

F
I
(
一
代
雑
種
)

川
を
ヒ
マ
ワ
リ
栽
培
の
先
進
地
で
あ
る
北

一
海
道
か
ら
取
り
寄
せ
ま
し
た
。

今
年
の
五
月
に
種
を
ま
き
、

…
約
百
二
十
日
で
収
穫
で
き
る
と

一
一
=
一
川
い
う
こ
と
な
の
で
、
九
月
に
は
ヤ

昭
和
六
十
一
一
年
の
緑
の
羽
…
油
を
し
ぼ
れ
そ
う
で
す
。
融

根
募
金
は
、
市
民
の
み
な
さ
…
今
年
は
、
五
月
に
干
ば
つ
が
弘
轍

ん
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
…
あ
っ
て
二
十
ア
ー
ル
に
ま
い
た
鞠
輯

力
に
よ
り
ま
し
て
、
一
一
干
(
一
…
種
の
半
分
し
か
発
芽
し
ま
せ
ん
輔
輯

万
六
千
九
百
七
十
二
円
が
集
…
で
し
た
が
「
ヒ
マ
ワ
リ
は
病
害
輔
麟

ま

り

ま

し

た

。

一

虫

に

強

く

、

発

芽

し

か

け

た

時

輔

輔

醐

そ
の
内
、
二
十
八
万
六
千
叩
に
一
同
消
毒
す
る
だ
け
の
子
間
麟
齢
醐

円
を
国
土
緑
化
愛
媛
県
推
進
一
で
す
み
ま
す
。
子
間
が
か
か
ら
丸
一

委
員
会
に
納
入
し
、
残
金
は
…
な
い
の
で
老
人
や
婦
人
で
も
十
醐
ず

市
の
緑
化
推
進
活
動
(
苗
木
一
分
世
話
が
で
き
ま
す
L

と
奥
さ
ん
の
喜

の
配
布
な
ど
)
の
た
め
利
用
さ
せ
て
い
…
美
千
さ
ん
と
二
人
で
ヒ
マ
ワ
リ
の
世
話

た

だ

き

ま

す

。

一

に

励

ん

で

い

ま

す

。

た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
…
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
は
、
油
の
含
有
量
が

た

。

一

一

立

O
%以
上
あ
り
、
リ
ノ
!
ル
酸
が
多

…
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
健
康
の
た
め
に

川
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

山
北
海
道
で
は
、
商
品
化
も
進
ん
で
い

山
る
そ
う
で
、
「
採
算
が
と
れ
れ
ば
、
水

川
田
の
転
作
用
に
も
ピ

y
タ
リ
」
と
上
田

川
さ
ん
は
期
待
を
か
け
て
い
ま
す
。

上

田

三重=
..s:呈
c:::> 

重
さ
ん
(
上
須
戒
・
白
歳

円
ヒ
マ
ワ
リ
の
里
心

V
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
、
農
業
、

林
業
、
漁
業
者
の
住
宅
及
び
こ
れ

ら
の
職
業
の
た
め
の
建
築
物
な
ど

を
除
き
、
一
定
用
途
の
目
的
の
開

発
行
為
(
大
洲
市
は
、
該
当
な
し
)

V
前
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
で

は
、
て
一
千
平
方
日
以
上
の
開
発
行

為

。
都
市
計
画
区
域
内
で
行
う
建
築
物
や

工
作
物
の
建
設
及
び
開
発
行
為
を
す
る

場
合
に
は
、
い
ろ
い
ろ
制
約
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
事
前
に
八
幡
浜
地
方
局
建
設

部
ま
た
は
大
洲
市
企
画
情
報
室
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

八
幡
浜
地
方
局
建
設
部

E
0
8
9
3
⑪
5
1
2
1
 

大
洲
市
企
画
情
報
室

E
0
8
9
3
⑪
2
1
1
1
内
線
3
9
3

三

= 
歪

三
三

= 

三
三

三

三
= 
三

壬

E 

三

三

三

三

= 

三

E 

三

二
戸

= 

三

三

三

三

三

三

E 

E 

Z 

= 
= 

= 

主

主

三

E 

三

= 
三

三

知事の許可が

必要

都
市
計
画
医
域
内
で
開
発
行
為
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
市
計
画
法
に

よ
っ
て
、
事
前
に
知
事
の
許
可
が
必
要

で
す
。
O
開
発
行
為
と
は
、
建
築
物
や
工
作
物

の
建
設
を
目
的
で
行
う
土
地
の
区
画
形

質
の
変
更
、
い
わ
ゆ
る
土
地
造
成
を
行

う
こ
と
で
す
が
、
許
可
の
必
要
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

V
市
街
化
区
域
内
で
は
、
千
平
方
れ

以
上
の
開
発
行
為
(
大
洲
市
は
、

該
当
な
し
)

昭和62年10月1日

を
目
指
し
て

現
在
約
五
千
本
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
育
ち
、

約
百
二
十
キ
ロ
の
収
獲
を
見
込
ん
で
い

ま
す
が
、

A
7

一
番
心
配
な
の
が
鳥
害
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

今
年
は
、
試
験
的
な
栽
培
で
あ
り
、

ま
だ
油
を
し
ぼ
る
と
こ
ろ
も
流
通
の
ル

ー
ト
も
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と企大きく育ったヒマワリと上田さん

5 

で
す
が
「
と
に
か
く
ヒ
マ
ワ
リ
は
、
機

械
も
い
ら
な
い
し
、
ど
ん
な
所
で
も
栽

培
で
き
そ
う
で
す
。
と
須
戒
で
は
国
営

の
農
地
に
中
心
が
移
り
つ
つ
あ
り
、
今

ま
で
の
段
々
畑
が
遊
ん
で
い
ま
す
が
、

採
算
の
目
途
が
つ
い
た
ら
地
区
の
人
に

も
勧
め
て
上
須
戒
を
ヒ
マ
ワ
リ
の
特
産

地
に
し
た
い
。
上
須
戒
が
円
ヒ
マ
ワ
リ

の
里
N

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
L

と
ヒ
マ
ワ
リ
に
か
け
る
熱
意
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。



昭和62年10月1日

計
量
器
の
定
期
検
査

計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
表
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

商
品
の
取
引
き
に
使
用
さ
れ
る
は
か

り
は
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

検
査
を
受
け
て
い
な
い
は
か
り
を
商

品
の
取
引
き
に
使
用
す
る
と
、
法
律
に

よ
り
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。検
査
に
は
、
手
数
料
が
必
要
で
す
の

で
、
当
日
用
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

種

類

料

金

・
棒
は
か
り
百
五
十
円

1
三
百
円

・
皿
手
動
は
か
り
三
百
五
十
円
1

四
百
円

・
ば
ね
式
指
示
は
か
り
三
百
円

1

九
百
円

三
百
五
十
円
1

九
百
五
十
円

-
台
手
動
は
か
り

おおず広報

-
光
電
式
は
か
り
九
百
円

-
光
電
式
は
か
り
に
つ
い
て
は
、
訪
問

検
査
を
い
た
し
ま
す
。

事
一
般
家
庭
の
台
所
用
は
か
り
及
び
体

重
計
に
つ
い
て
は
、
定
め
ら
れ
た
各
検

査
場
所
に
於
て
、
無
料
で
検
査
い
た
し

ま
す
。
-
一
般
家
庭
で
使
わ
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス

製
体
温
計
は
、
十
月
二
十
一
日
市
民
会

館
で
、
無
料
検
査
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
詳
し
く
は
、
大
洲
市
産
業
経

月 日 場 所 日寺 間

10月12日(月) 南久米連絡所 II : (泊~12: OC 

イン 平 野 11 13: 30 ~ 14: 3C 

10月13日(火) 上須戒 11 10:00~11 :OC 

" 八多喜
11 13: 00 ~ 14: OC 

'1 釜口 '1 14: 30 ~ 15 : OC 

10月14日(水) 菅 回 11 1O :30~11:3C 

" 相l 沢 11 13: 30 ~ 14: OC 

" 田処小学校 14: 30 ~ 15 : OC 

10月15日(ヰ) 大川連絡所 10: 30 ~ 11: 30 

11 蔵川中学校 13:30~14:30 

10月16日佳) 新谷連絡所 1O :30~14:3C 

10月19日(月) 大洲市保健センター 1O :30~16:00 

10月20日(火) 社会教育センター 9: OO~ 12: 00 

11 大洲市民会館 13:30~16 ・。。

10月21日(水) " 9:30~14:00 

計量器の定期検査日程

大
洲
市
西
大
洲
甲
一

O
O六

番
地
大
洲
縫
製
株
式
会
社

定

員

三

十

人

受
講
料
無
料

申
込
締
切
十
月
二
十
二
日
(
木
)

申
込
方
法
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
)

で
次
の
と
こ
ろ
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い

。

〒

7
9
0
、
松
山
市
中
一
万
町

7
1
3
、
愛
媛
県
婦
人
職
業
セ
ン
タ
ー

電
話

0
8
9
9
⑪
6
6
7
1

※
駐
車
場
、

0
才
児
か
ら
の

備
が
あ
り
ま
す
。

済
部
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
2
6

極
左
暴
力
集
団
の

ア
ジ
ト
発
見
に
と
協
力
を

あ
な
た
の
住
ま
い
の
近
く
に
武
器
製

造
工
場
が
・

極
左
暴
力
集
団
は
、
善
良
な
市
民
を

装
い
、
ア
パ
ー
ト
、
借
屋
な
ど
に
住
み

ゲ
リ
ラ
事
件
に
使
う
爆
発
物
な
ど
の
武

器
を
造
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
近
所
に
こ
ん
な
人
は
住
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。

V
ア
パ
ー
ト
や
下
宿
を
借
り
て
も
す
ぐ

引
越
し
て
い
き
、
様
子
が
わ
か
し
い

V
転
居
し
て
き
た
と
き
、
家
財
道
具
が

少
な
く
工
具
類
を
た
く
さ
ん
運
び
込
ん

だV
入
居
早
々
、
ド
ア
や
窓
の
カ
ギ
を
取

り
換
え
た
り
補
強
し
た

県
警
で
は
、
極
左
一
一

O
番
を
設
置

し
て
ア
ジ
ト
発
見
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
近
所
で
「
ι
お
か
し
い
な
」

と
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
〔
極
左
一
一

O
番〕

E
0
8
9
9
⑪
0
1
1
0
 

十
月
一
日
;
七
日

「
法
の
日
」
週
間

縫
製
技
術
指
導
者
講
習
会

申
し
込
み
は
十
月
二
十
二
日
ま
で

対
象
就
労
(
内
職
)
を
希
望
す
る

家
庭
婦
人
な
ど

科
目
縫
製
(
工
業
用
動
力
ミ
シ
ン

使
用
)

日
時
十
月
二
十
九
日
(
木
)
か
ら

十
一
月
一
二
十
日
(
月
)
ま
で
の
二
十
一

日
間
(
毎
週
五
日
、
土
、
日
、
祝
日
を

除
く
)

会

場

十
月
一
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

こ
の
「
法
の
日
」
は
、
基
本
的
人
権

を
擁
護
し
、
社
会
秩
序
の
確
立
の
精

神
を
高
め
る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
な
か
で
、
人
権
を
侵

さ
れ
た
り
、
裁
判
費
用
の
事
で
困
っ

て
い
る
人
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護

委
員
か
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

大
洲
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次

の
方
々
で
す
。

地

区

氏

名

電

話

八
多
喜
兵
頭
典
次
官
⑫
0
4
9
3

新

谷

矢

野

嘉

彦

君

⑫

0
4
7
4

北

只

玉

木

道

輝

君

⑪
3
7
9
4

大

洲

磯

崎

邦

夫

宮

⑪
3
7
7
3

森
山
東
定
一
郎
君
(
⑪
0
0
2
5

行
政
書
士
ユ

一
(
)
番
」

日
本
行
政
書
士
連
合
会
は
、
十
月

一
日

1
五
日
ま
で
役
所
へ
の
提
出
書

類
や
手
続
き
に
つ
い
て
電
話
で
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
料
金
は
無
料

で
開
設
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
で
す
。

E
0
8
9
9
⑬
1
4
4
4
 

n
h
u
 



おおず広報

あ
な
た
に
か
か
っ
た
医
療
費
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

人
で
、
四
月
と
五
月
に
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
で
治
療
を
受
け
た
人
に
、
医
療
費
を

七
月
と
八
月
に
わ
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

昭和62年10月1日

狂犬病予防注射・畜犬登録
(追加実施)

狂犬病予防注射・畜犬登録を次のよう

に実施します。

生後91日以上の犬を対象にしています。

前回(4月)受けていない犬や新しく飼

うことになった犬の飼い主は、必ず受け

させてください。

※印鑑を持参してください。

こ
の
通
知
は
、
年
五
回
わ
知
ら
せ
し

て
い
る
う
ち
の
第
一
回
目
と
二
回
目
の

わ
知
ら
せ
で
、
第
三
回
以
降
も
順
次
わ

知
ら
せ
し
ま
す
。
医
院
旅
費
の
請
求
と
か

保
険
税
に
関
係
し
て
通
知
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
を
通
知
す
る
ご
と
に
よ
り
、

日
ご
ろ
の
健
康
管
理
の
必
要
性
と
健
康

の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
自
覚

し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
心
身
共
に

明
る
い
社
会
生
活
を
築
く
た
め
に
役
立

て
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
は

食
事
、
運
動
、
休
養
の
三
本
柱
が
毎

日
の
生
活
で
調
和
し
て
い
れ
ば
、
健
康

は
維
持
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ど
れ
か
に
支
障
を
き
た
し
、
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
と
き
に
起
こ
る
の
が

病
気
で
す
。
肥
満
や
糖
尿
病
な
ど
の
成

人
病
予
防
の
た
め
、
適
度
の
食
事
、
運

動
が
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
た

だ
病
気
予
防
の
た
め
で
は
な
く
、
も
っ

と
積
極
的
に
健
康
守
つ
く
り
を
進
め
る
心

構
え
が
大
切
で
す
。

ど
ん
な
病
人
で
も
健
康
な
部
分
を
持

っ
て
い
ま
す
。
病
人
と
い
う
人
が
い
る

の
で
は
な
く
、
病
気
を
持
っ
た
人
が
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
す
。

み
な
さ
ん
も
家
族
そ
ろ
っ
て
健
康
守
つ

く
り
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

持
っ
て
い
る
健
康
な
部
分
を
よ
り
一
層

す
ぐ
れ
た
も
の
に
古
向
め
で
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
家
族
一
人
ひ
と
り
の

健
康
管
理
が
な
さ
れ
て
こ
そ
、
み
ん
な

が
い
つ
ま
で
も
楽
し
い
健
康
な
生
活
が
‘

営
ま
れ
る
の
で
す
。

実施月日 実施場所 日寺 間

菅田連絡所 9:00~ 9:30 

10月26日
大川連絡所 9:50~10:20 

蔵川農協別 1O :50~ 11: 10 
(月)
柳沢連絡所 13:40~14: 1O 

田処農協前 14:30~15:00 

南久米連絡所 9:00~ 9:30 

平野連絡所 9:50~10:20 

久米農協目リ 1O :30~ 11 :00 

10月27日
大洲市民会館 11: 1O~11:40 

社会教育センター 13:00~13:30 
(火)
肱北公民館若宮分館 13:40~14:10 

肱北公民館五郎分館 14:30~ 15:00 

二菩連絡所 15:20~15:50 

八多喜連絡所 16:00~16:30 

肱北公民館田口分館 9:30~10:00 

10月28日
新谷連絡所 1O :20~10:50 

喜多山佐伯商庖前 11: 1O~11:30 
(水)
愛媛資材横 13: 1O~13:40 

上須戒連絡所 14:10~14:40 

4，300円

2，100円

l頭につき

(登録料

jj;ii 
No.107 

日
本
人
の
意
識

2，200 

日
本
人
は
普
か
ら
「
身
内
し
を
大
切

に
し
ま
す
。
そ
し
て
対
照
的
に
「
よ
そ

の
人
L

「
外
国
人
」
を
こ
と
さ
ら
に
意

識
し
て
疎
外
し
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
難
民

が
、
経
済
大
国
と
い
わ
れ
る
日
本
に
定

住
し
な
い
理
由
の
一
つ
に
、
こ
の
日
本

人
の
冷
た
い
目
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

ま
た
日
本
に
は
、
「
並
日
段
着
L

と
「
よ

そ
行
き
し
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
て
、
単

に
服
装
の
違
い
を
表
わ
す
の
で
な
く
、

言
葉
づ
か
い
、
態
度
な
ど
、
心
の
も
ち

方
の
違
い
を
表
わ
す
こ
と
に
も
使
わ
れ

ま
す
。さ
ら
に
日
本
に
は
、
「
本
音
L

と
「
建

前
し
と
い
う
表
現
が
あ
っ
て
、
外
国
人

を
ま
ど
わ
せ
ま
す
。
「
関
白
宣
言
」
と

い
う
歌
が
あ
っ
て
、
そ
の
一
節
に
、

言
つ
で
わ
き
た
い
こ
と
が
あ
る

か
な
り
き
び
し
い
話
も
す
る
が

俺
の
本
音
を
聞
い
て
お
け

と
勺
フ
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
本
心
で

は
な
い
、
実
行
を
伴
わ
な
い
建
前
の
い

い
方
が
あ
る
こ
と
を
、
政
治
家
を
は
じ

め
と
し
て
、
一
般
の
人
も
知
っ
て
い
ま

す。
か
つ
て
日
本
の
為
政
者
は
、
わ
ず
か

の
補
助
金
を
出
し
て
、
同
和
問
題
を
「
同

情
・
融
和
」
の
認
識
で
解
決
し
よ
う
と

予防注射料

人
権
と
同
和
教
育

し
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
こ
の
間
題
を
、
「
よ
そ
の
人
」

の
こ
と
と
し
、
「
よ
そ
行
き
」
の
態
度

で
、
「
建
前
」
の
理
論
で
解
決
し
よ
う

と
し
た
の
で
す
。
そ
れ
が
差
別
解
消
に

つ
な
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
歴
史
が

証
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
の
同
和
教
育
は
、
同
和
問
題
を

対
象
者
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
を
「
他
人
」
で
な
く
「
身
内
し

と
考
え
る
な
ら
ば
、
「
よ
そ
行
き
し
で

な
く
「
普
段
肴
L

で
、
そ
し
て
「
建
前
」

で
な
く
「
本
音
」
で
こ
の
間
題
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

中
江
藤
樹
は
「
知
行
合
ご
と
教
え

ま
し
た
。
「
知
る
こ
と
と
行
う
こ
と
は

同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
言
葉
を
変
え
て
い
う
な
ら

ば
、
「
行
い
の
伴
わ
な
い
知
識
は
価
値

の
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
え
ま
す
。

A
7
私
た
ち
は
、
「
同
和
問
題
は
今
日

の
民
主
主
義
の
日
本
に
お
い
て
、
許
す

こ
と
の
で
き
な
い
不
合
理
な
も
の
で
あ

る
」
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。

知
っ
た
以
上
は
、
こ
れ
を
解
決
す
る

た
め
に
行
動
す
る
人
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
藤
樹
を
郷
土
の
誇
り
と

す
る
大
洲
市
民
こ
そ
、
そ
の
教
え
の
と

お
り
、
行
動
す
る
人
の
先
頭
に
立
ち
た

い
も
の
で
す
。

7 
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高年齢者雇用促進月間季
節
の
果
物
が
豊
富
で
す
ね

鍋
井
八
重
美
さ
ん
(
東
大
洲
・
出
歳
)

V
生
ま
れ
た
所
は
、
香
川
県
大
川
郡

引
田
町
で
す
。
海
が
す
ぐ
近
く
で
、

漁
業
の
盛
ん
な
所
で
す
。

問

V
家
族
は
、
主
人
(
則
行
さ
ん
)
と
私
、

長
女
の
有
美
子
(
小
二
、
長
男
の
義
規

(
幼
稚
園
)
の
四
人
家
族
で
す
。

V
去
年
の
七
月
に
転
勤
で
大
洲
に
来
た

の
で
す
が
、
山
の
深
い
所
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
湿
気
が
多
い
た
め
か
冬
に
な

っ
て
、
私
と
子
供
が
気
管
支
炎
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
夏
も
日
差
し
が
強
く
て

気
候
に
慣
れ
る
の
が
大
変
で
す
。

ま
た
、
香
川
県
で
は
あ
ま
り
雪
が
降

っ
た
の
で
、
大
洲
の
雪
に
は
驚

き
ま
し
た
o

v
こ
ち
ら
は
、
四
季
折
々
の
野
菜
や

果
物
が
豊
富
で
す
ね
。
だ
け
ど
引
田

町
の
方
が
物
価
は
安
か
っ
た
で
す
o

v大
洲
の
言
葉
で
は
、
「
い
っ
て
く

ら
い
」
と
か
「
め
ん
ど
し
い
し
と
か

意
味
が
全
然
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
o

v大
洲
の
人
は
、
人
聞
が
温
か
く
て

お
っ
と
り
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

V
大
洲
の
花
火
大
会
は
、
規
模
が
大

き
く
て
子
供
た
ち
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

ウ
飼
い
も
情
緒
が
あ
っ
て
良
い
で
す

ね。V
道
が
暗
い
の
は
困
り
ま
す
。
も
う

少
し
明
か
る
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。

農
林
水
産
省
の
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構

想
の
モ
デ
ル
地
区
に
昨
年
七
月
指
定
さ

れ
た
肱
川
流
域
の
八
市
町
村
は
、
八
月
二

十
日
、
大
洲
市
立
中
央
公
民
館
で
肱
川

流
域
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想
事
業
化
推

進
協
議
会
の
設
立
総
会
を
聞
き
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
(
農
村
地
域
情
報

化
)
構
想
は
、
農
山
村
地
域
に
ニ
ュ
ー

メ
デ
ィ
ア
(
パ
ソ
コ
ン
、

C
A
T
V
な

ど
)
を
利
用
し
た
情
報
網
を
作
り
、
病

害
虫
情
報
、
市
況
・
流
通
情
報
、
気
象

情
報
な
ど
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
肱
川
流
域
を
含
め
全
国
で
二
十
ヵ

所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
立
総
会
に
は
、
八
市
町
村
長
(
大

洲
市
、
内
子
町
、
五
十
崎
町
、
肱
川
町
、

河
辺
村
、
宇
和
町
、
野
村
町
、
城
川
町
)

や
農
協
、
森
林
組
合
の
代
表
者
な
ど
約

五
十
人
が
出
席
、
発
起
人
を
代
表
し
て

近
回
大
洲
市
長
が
「
農
山
村
の
情
報
化

を
進
め
、
素
晴
ら
し
い
農
山
村
地
帯
を

築
き
あ
げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
今
年
度
の
事
業
計
画

と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ニ
ュ
ー
メ
デ

ィ
ア
の
展
示
会
を
十
一
月
十
日
に
大
洲

市
民
会
館
で
、
ま
た
、
昭
和
六
十
三
年

一
一
月
ご
ろ
に
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
決
定

し
ま
し
た
。

同
協
議
会
の
役
員
は
、
次
の
よ
う
に

決
ま
り
ま
し
た
。

会
長
近
田
宣
秋
大
洲
市
長

副
会
長
河
内
紘
一
内
子
町
長

山
崎
巌
野
村
町
長

鉾
岩
勉
肱
川
町
農
協
組
合
長

松
本
弘
三
郎
宇
和
農
協
組
合
長

監
事

10月10日は市民運動会恒
例
の
市
民
運
動
会
を
次
の
よ
う

に
開
催
し
ま
す
。

日
時
十
月
十
日
(
体
育
の
日
)

午
前
九
時
開
会

場
所
大
洲
市
立
喜
多
小
学
校

駐
車
場
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
雨
の
場
合
、
十
月
十
八
日
に
順
延

8 

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

金
一
封
平
野
町
沼
田
正
太
郎

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平
野
町
古
田
市
雄

金
一
封
(
菅
田
地
区
社
協
と
市
社

協

へ

)

菅

田

町

矢

野

之

一

三
万
八
千
四
百
六
十
五
円
(
寄
付

金
を
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)
八
多
喜

八
多
喜
地
区
唄
と
踊
の
会
(
代
)

須

内

年

夫

温
か
い
茎
旦
思
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
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P
市
内
の
橋
を
ク
リ
ー
ン
に

愛
媛
県
建
設
業
協
会
喜
多
支
部
青
年
部
会
中
央
区
(
谷
本
裕
司
会
長
)
は
、
八

月
二
十
九
日
、
大
成
橋
、
峠
橋
な
ど
六
つ
の
橋
を
清
掃
し
ま
し
た
。

昨
年
に
続
い
て
二
回
目
で
、
清
掃
奉
仕
に
参
加
し
た
三
十
二
人
は
、
橋
に
た
ま

っ
た
土
砂
や
ゴ
ミ
を
取
り
除
き
、
散
水
車
を
使
つ
て
の
仕
上
げ
、
橋
は
見
違
え
る

よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

昭和62年10月1己
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vナシ園を 1日解放子供たち大喜び
上須戒の一ノ瀬団地梨生産組合(梶谷達

男代表)は、 8月 6日、上須戒の小学生や
保育所園児など約 120人をナシ園に招待し
ました。
このナシ園は、 4年前に国営ノfイロット

事業ても 9haを造成したなかの4.1ha に 2千
本のナシの木を植えたもので、小学生たち

は、圏内あちこちに散らばってナシをもぎ、

とり「おいししミ」と歓声を上げていました。

企徳森児童センターで人形劇
8月10日、全園児童館連合会の主催で
「児童巡回劇」が、徳森児童センターで

聞かれました。

大阪から来え人形劇団「クラルテJ(団

員 3人)が演ビる「だぶだぶ仲間森ヘ行く」

「デブデーンとノッポーン」の人形劇を、

徳森保育所の園児など約100人は、身を乗
り出して見つめていました。

企できたよ“ボンボン船"
8月18日、大洲市立中央公民館で「なるほど教
室」が聞かれ、市内の小学生がポンポン船作りに

扮h戦しました。
田所広明君(大洲小 6年)ら 16人が参加、井手

隣之、浅田啓太郎先生の指導のもと約 3時聞がか

りでボンボン船を完成、さっそくタライの中に浮

かべ、動きだすと大喜びでした。

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
目
月
1
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
加
分

1
ロ
時

大
洲
精
神
病
院
日
時
1
日
時

大
洲
警
察
署
日
時
却
分

i
M
時
叩
分

日
月
日
日
(
金
)

八
多
喜
連
絡
所
叩
時

1
M
時
却
分

愛
媛
ク
ミ
ア
イ
食
肉
セ
ン
タ
ー

(

春

賀

)

日

時

i
M
時
加
分

8月末までの
大洲市内の交通事故 献血のお知らせ

- 9 -

8月末現在 昨年同期

件 数 148 174 

負傷者 191 227 

死 者 2 
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乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

日
月
6
日
(
火
)
昭
和
臼
年
5
月
生
※

叩
月
8
日
(
木
)
昭
和
日
年
3
月
生

日
月
日
日
(
火
)
昭
和
臼
年
2
月
生
※

日
月
初
日
(
火
)
昭
和
日
年
日
月
生
※

日
月
幻
日
(
火
)
昭
和
田
年
9
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
日
時
叩
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
子
帳

胃

が

ん

検

10 CT  
月穴

20 _，← 
日山

:k日

市大ン蔵
民川タ川場
会連 l基
長官主各 車宇完斤

在所署

雪主

10 10 
月月
22 21 
日日

木水

広報

日
月
お
日
(
金
)

叩
月

m
i
m日

日
月

m日
(
木
)

受
付
時
間

料

金

市
民
会
館
(
久
米
)

新
谷
連
絡
所

保
健
セ
ン
タ
ー

(
肱
北
)

保
健
セ
ン
タ
ー

(
喜
多
)

8
時

1
日
時

9
0
0
円

乳
が
ん
検
診

(
2
0
0
円
)

土

宮

(
ω
3
3
6
3

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

祖
母
井
外
科
(
中
村
)

宮

@
3
7
5
6

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

沢
井
小
児
科
(
中
村
)

宮
⑪
7
5
3
0

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

亀
井
小
児
科
(
東
大
洲
)

宮
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7
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大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

印
月
初
日
(
金

婦

人

が

ん

検

診

場

所

新
谷
連
絡
所

市
民
会
館
(
肱
南
)

市
民
会
館
(
久
米
)

保
健
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ン
タ
ー

(
肱
北
)

保
健
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ン
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(
喜
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イ
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ロ
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検
診
内
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は
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子
宮
が
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検
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(
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0
0
円
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実

施

日

叩
月
1
日
(
木
)

日
月
幻
日
(
木
)

叩
月
幻
日
(
金
)

日
月
羽
目
(
木
)

日
月
初
日
(
金

成
人
病
@
結
核
検
診

受
付
時
間

菅
出
連
絡
所

菅
由
連
絡
所

八
多
喜
連
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所

八
多
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連
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市
民
会
館
(
肱
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)

市
民
会
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(
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米
)
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(
肱
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)

保
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(
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時
叩
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時
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1
5土
寸

1
i
n口
寸

』

ム

門

μ

無
料
で
す
。

日
月
日
日

(
日
)

日
月
四
日
(
日
)

日
月
お
日
(
日
)

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

叩
月
幻
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

日
月
出
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮

@
3
1
6
5

相談ごと案内
いず、れも無料です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

とき 10月 8日 10時 -15時

10月20日ク

ところ 市役所別館 3階会議室

砂人権相談

とき 10月20日 13時一16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法葎相談

とき 10月 5日 13時-16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配こ、と相談

とき 10月 1日、 12日、 26日

13日寺-16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 10月 9日 9 B寺-12日寺

ところ 市役所 1階会議室

急、ぐ時は宮⑫3794 (玉木)まで

砂社会保険相談

とき 10月20日 10時-16時

ところ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

とき 10月22日 13時 -15時

ところ 大洲市保健センタ

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館宮⑫6100

大洲福祉会館ft@0947

砂不動産無料相談

とき 10月15日 9時一16時

ところ 宅建協会大洲支部

フヂエダ花底 2階、常磐田J4

おおず

山
月
1
日
(
木
)

日
月
2
日
(
金
)

日
月
日
日
(
木
)

叩
月
日
日
(
令
一
)

日
月
幻
口
(
木
)

日
月
お
日
(
金
)

叩
月
却
日
(
木
)

10 
月
30 
H 

Y 、
現

検

診

料

日
月
4
日

(
日
)

沢
井
耳
鼻
科
(
中
村
)

宮
⑪
2
5
1
0

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

官
⑪
4
5
5
1

弘
同
内
科
(
中
村
)

日
月
日
日

第3期

第3期

の納税

納期は10月31日

市県民税

ネ見

月

険

~ 
"7 

イ果

経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

小
児
マ
ヒ
予
防
の
経
口
生
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
投
与
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま

す。該
当
者
(
次
の
期
間
に
生
ま
れ
た
人
)

一
回
目
昭
和
臼
年
2
月
1
日
か
ら

昭
和
白
年
6
月
初
日
ま
で

二
凶
目
昭
和
引
年
7
月
1
日
か
ら

昭
和
白
年
1
月
出
日
ま
で

※
追
加
者
生
後
三
ヵ
月
か
ら
四
十
八

ヵ
月
の
乳
幼
児
で
、
今
ま
で
に
二
回
服

用
で
き
な
か
っ
た
者

実
施
日

目
月
7
日
(
水
)
連
絡
所
管
内
の
人

目
月
9
日
(
金
)
旧
大
洲
町
の
人

時

間

日

時

叩

分

i
H
時

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
手
帳
、
問
診
票
の
な
い

人
は
認
印

無
料
で
す
。
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